
医療のまち清瀬が世界に問いかける

清瀬結核サミット
結核予防会総裁の秋篠宮皇嗣妃殿下がサミット
にご臨席され、登壇者の話に耳を傾けられました
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中高生のアンバサダーたちが
若者目線で発表しました

　市内在住・在学の中高生たちが「清
瀬結核サミットアンバサダー」として登
壇し、自らの言葉で学びを発表しまし
た。自分の通う学校や身近な場所が
結核の歴史と結びついていたことを
知り、まちの見え方が変わったと語る
場面も。発表を通じて、学びを共有し
続けることが、地域の記憶を次へつな
いでいく力になることが示されました。

結核医療の拠点として歩んできた清瀬市。その歴史と役割をあらためて見つ
め直し、国内外の関係者とともに、結核対策の現在と未来を共有する「清瀬結核
サミット」を開催しました。当日は、結核と向き合ってきた清瀬の歩みを振り返
るとともに、「清瀬結核サミット宣言」が採択されました。
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医療のまちの
歴史をひも解く

清
瀬
と
結
核
医
療
の
歩
み

1931年 多摩地域初の公立結
核療養所として、東京

府立清瀬

病院が開設

1930 結核療養所が次 と々開設され、病院街が
形成される

1943年 結核研究所が清瀬市
に移転、研究と医療の

拠点へ

1944年 東京府立清瀬病院が
1100床を有する大規

模療養所

へ発展

1950 療養者や見舞客の増
加により、商店街が

誕生

1960 抗結核薬の普及によ
り結核の罹患率が低

下

1962年 国立療養所清瀬病
院と国立東京療養

所が統合

1970年 病院機構を国立療養
所東京病院へ集約

国立療養所東京病院
清瀬病棟閉鎖

現在 結核医療の歴史を背
景に、研究・啓発活動

を続ける

年
代

年
代

年
代

結核はかつて「亡国病」
と呼ばれ、不治の病とし
て恐れられていました。
昭和初期から多くの患
者を収容するため療養
所が設けられ、治療と予
防の研究が進められま
した。

結核の歴史

昭和6年の東京府立清
瀬病院開設をきっかけ
に、周辺には10数の結
核療養所が誕生し、い
わゆる「病院街」が形成
されました。

病院街の発展

清瀬市は結核医療、研
究、国際研修の拠点とし
て結核対策を支えてい
ます。ここで培われた経
験は、国内をはじめ世界
各国の医療現場や次世
代の感染症対策にも生
かされています。

清瀬市の役割
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結核の正しい知識を広
めるため、予防や早期
発見の啓発が重ねられ
てきました。療養生活を
送った人々の記録や文
学作品も、結核への認
識や理解を深める役割
を果たしています。

啓発活動
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世界とつながる
トークセッション

　サミット終了後は「清瀬結核サミッ
トアンバサダー」を務めた市内在住・
在学の中高生たちと、JICA国際研修
生の皆さんによるトークセッションイ
ベントを実施し、結核予防会総裁の
秋篠宮皇嗣妃殿下にもご臨席を賜り
ました。JICA国際研修生との交流を
通じて、世界と結核について理解と
関心を深めるイベントとなりました。

清瀬市が結核医療の拠点として
歩んできた歴史を写真と年表で紹介。
まちと医療の関わりをひも解きます。

3

東京府立清瀬病院玄関清瀬病院街航空写真　1943年
（国土地理院の空中写真Ｃ59-Ｃ2-44を加工）

紙芝居　結核裁判
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